
 

 

 

 

 

令和７年度(第１５期）事業報告書 

（令和６年１０月１日～令和７年９月３０日） 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 



公益財団法人松下社会科学振興財団は、平成２２年９月２２日に京都府より財団法人

から公益財団法人への移行の認定書を受理し、今年度で第１５期を終了致しました。平

成６年に松下幸之助生誕１００年を記念して開設された「松下資料館」の管理と運営を

当財団の活動の主体としております。 
令和２年３月に始まった新型コロナウイルスの感染拡大による来館者数減少より転じ、回復

傾向にあります。 

令和７年度の来館者数は７,５１３人（前年比１０７％ 国内９５％、海外１２３％）です。 

海外来館者、特に口コミ評判により、中国のお客様が増加しました。 

松下資料館は平成６（１９９４）年開設以来、令和７（２０２５）年度末までの来館者

数累計は１４９,２０２人となりました。 
 
 

 
 

 

 

 

 

 



【令和７年度（第１５期）事業活動】 
令和７年度は、従来の事業活動を着実に実行しつつ、顧客対応の更なる充実 
（音声ガイド、外国語吹替え版制作）、映像作品の追加、インフラ整備・改善、 
等を実施致しました。 

  

＜Ⅰ 日本的経営に関する研究活動＞           

                      
◎教養講座 

 教養講座を２回実施致しました。教養講座とは、豊かで幸せな社会を創るため

に役立つ考え方・知識・情報等を教養として学ぶ少人数制の公開講座です。 

＜教養講座の企画コンセプト＞ 

  ・松下幸之助哲学に学ぶ 

  ・京都府管轄の公益財団法人として、京都の産業・文化に学ぶ 

 

 ● 教養講座 （第１０回）２月 「松下政経塾にかけた松下幸之助 

の願い ～その志を受け継ぐ～」 

金子将史（まさふみ）氏 政策シンクタンク PHP 総研代表・研究主幹 

／㈱ＰＨＰ研究所 取締役常務執行役員 

  ● 教養講座 （第１１回）８月 「『植治』次期十二代  

～ 次代へと繋げる仕事」 

小川勝章（かつあき）氏 御庭植治（おんにわうえじ）㈱ 代表取締役 

 

 

 

 

多目的な“研究の場”として松下哲学の勉強会や、日本的

経営を中心とした研究会、さらには教養講座や講演会など

を随時行なっています。 



◎出張講演会・オンライン講話の提案 

諸事情により来館できないお客様に、出張講演会およびオンライン講話を実

施致しました。 

●出張講演会３回、オンライン講話１回 

 

◎留学生 勉強会の実施 

松下幸之助記念志財団の留学生向け勉強会を実施致しました。１２月４６名。

（※隔年で実施） 
   

 

＜Ⅱ 松下幸之助・経営の道 展示事業＞ 

                      

 ◎第１２回「新入社員 合同学びの会」の実施 
 ４月、複数の中小企業の新社会人に向けて、松下幸之助の仕事観・人生観 

を学んでいただく 

「新入社員 合同学びの会」を実施。９社１８名。 
                        

◎海外来館者への対応強化 

 「松下むめの 難儀もまた楽し」の評判が高く、来館者数の多い中国人向け 

に中国語吹き替え版を製作しました。（従来は字幕対応）。４月公開。 
 

◎来館者への対応強化・充実 

● 音声ガイドを導入しました。スマホ対応。４か国語で展示コーナーの 

壁面内容を音声で聴くことが出来ます。 

１１月稼働 

 

                

 

展示コーナーでは、グラフィックパネルを用いて、松下幸之

助の“行き方・考え方”を紹介しております。さらに映像ブ

ースでは、松下幸之助とその教えを受けた人々の映像を日本

語、英語、中国語、韓国語の４ヶ国語で視聴することができ

ます。 



● 映像ブース音響向上を目的として指向性の天井スピーカーを設置 

しました。１１月稼働 

  

◎庭園シアターの展示内容の充実 

● 庭園シアターの大画面で上映する映像として「雨が降れば傘をさす」 
（４か国語吹き替え）を制作しました。「素直な心になるために」「松下 
幸之助の宇宙観・人間観」「感謝の心」に続く 4 番目の作品です。９月公開 
 

● 真々庵にて松下幸之助が庭園を眺めるのに愛用した椅子を展示しました。 

真々庵をイメージしている庭園シアターに、松下幸之助の姿が、より浮かび 

上がりました。６月公開 

                        

 ◎映像ブースの映像を追加 

  現在、映像ブースで９０点の映像を視聴することができますが、さらに 

２点の映像を制作し追加しました。１月公開 
 

＜Ⅲ 経営図書館の運営＞ 
                        
                     
                      
                      
                      
                      
 ◎経営者執筆本・会社社史の充実化 

経営者執筆本・会社社史の蔵書といった全国的にも特徴のある図書館として、 
さらに充実化を図りました。 
 
・新規発刊された経営者執筆本・経営経済関係図書の購入 
・ホームページでの継続的な寄贈の呼びかけ 
・社史編纂請負会社への寄贈依頼 
・来館された企業幹部への声かけ 

                

経営図書館では、現代経営に役立つ図書館を目標に、その関

連資料を収集しております。松下幸之助がこれまでどのよう

なことを述べてきたかを知りたいとき、日本的経営の源流を

知りたいとき、あるいは経営者の経営理念をじっくり研究し

たいときなど、経営、ビジネスの面から幅広く活用すること

ができます。 

 



  〇 令和７年９月末現在 蔵書数 

     全蔵書数       ２２,１７１冊 

     （内）経営者執筆本  ２,７２４冊 

        会社社史    ３,７１９冊（２,２６８団体） 

     

 

社史 蔵書登録冊数 及び 社・団体数（2025.9.30） 

    冊数 社数・団体数 

0 ﾏﾆｭｱﾙ、系 11 ━ 

1 水産、農林業、鉱業 21 14 

2 建設、住宅、電気工事 他 224 128 

3 食品 125 75 

4 繊維 104 53 

5 紙・パルプ、化学 168 118 

6 医薬、塗料 他化学 89 66 

7 石油、ゴム、ガラス、セメント他窯業 112 74 

8 普通鋼、特殊鋼、他 鉄鋼 94 51 

9 非鉄、電線、ダイガスト、金属製品 93 62 

10 原動機・工作機・産業機械 他機械部品 161 112 

11 重電・通信機・家電・計器 他電気 267 150 

12 精密 その他 製造 149 103 

13 造船・車両・自動車・自転車・航空機 183 84 

14 商業 179 132 

15 量販店・外食・・百貨店・スーパー 108 77 

16 銀行・証券・その他金融 317 176 

 
 
 

              



17 不動産 30 20 

18 鉄道・陸海運・航空・倉庫・運輸関連 202 131 

19 放送・通信・出版・電力・ガス・サービス 436 277 

20 生命保険・損害保険 65 29 

21 公企業・団体・組合 396 268 

  DVD 6 0 

  VHS 8 3 

M９ 松下電器産業（現：パナソニック）の社史 85 1 

M１０ 松下関連企業の社史 86 64 

  社史 総計 3719 2268 

 

◎図書館ゲートシステムの更新 

● 図書館ゲートシステムをスリムで高性能な機種へと更新しました。 
２月稼働 

 

 

                   

＜Ⅳ その他活動＞ 

◎松下幸之助生誕１３０年記念事業 
● 松下幸之助著作増刷時、松下資料館紹介「しおり」の投げ込みを 

行いました。１１月実施 

 

 

 

 

 
               



庶務事項 
 

１）令和６年１１月１９日  「第２９回 理事会開催」   
・第１号議案 「令和６年度 第１４期事業報告書及び財務諸表」承認の件 
 

２）令和６年１２月５日  「第２９回 評議員会開催」 
  ・第１号議案「議事録署名人選出」の件 

・第２号議案「令和６年度 第１４期事業報告書及び財務諸表」承認の件 
 
３）令和７年８月２５日  「理事会」書面決議 
  ・第１号議案  「評議員会」招集の件 
 
４）令和７年９月９日  「第３０回 理事会開催」 
  ・第１号議案 「令和８年度 第１６期事業計画案・収支予算案」並びに「資金調達及び設備投

資の見込みについて」承認の件 
・第２号議案  ①「定款」改定の件 
        ②「評議員、理事及び監事の定年に関する規程」の件 
・第３号議案 「定時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項」の件 

 
５）令和７年９月９日  「第３０回 評議員会開催」 

・第１号議案 「議事録署名人選出」の件 
・第２号議案 「令和８年度 第１６期事業計画案・収支予算案」並びに「資金調達及び設備投

資の見込みについて」承認の件 
・第３号議案  ①「定款」改定の件 
        ②「評議員、理事及び監事の定年に関する規程」の件 

 


